
学習内容

3,300円（税込）

2025年7月5日（土） 10：00～12：00（zoom入室開始 9：45～）
※zoomウェビナー配信（ライブ配信）のみとなります。

助産師
※他医療従事者の方もお申込みいただけます。
　但し研修修了証の発行はありません。

■CLoCMiPレベルⅢ認証研修 （部門：マタニティケア能力　必須研修項目：妊娠期の栄養）
（研修承認番号：25_C10C10_09_01735）

妊娠期の栄養
～妊娠前及び妊娠中の栄養こそが児出生後の疾病リスクを決める～（新しいDOHaD説を知ろう）

【プロフィール】
昭和48年東京大学医学部卒。東京大学産婦人科学講座助手、米国ワシントン大学医学部薬理学教室リサーチアソシエイト、
香川医科大学講師、東京大学大学院医学系研究科助教授を経て、早稲田大学理工学術院総合研究所研究院教授、2019年よ
り福島県立医科大学特任教授を経て、現在に至る。DOHaD説の視点から、次世代の健康を確保するために、妊娠中や思春
期の分子栄養学を含めた栄養の問題に取り組んでいる。

人間の健康と疾病リスクを決める時期は、一生のうち細胞分裂が最も盛んで大切な臓器が作られる胎児と乳幼児の時期
です。栄養を含めた妊婦さん、褥婦さん、出生児の管理は想像以上に重要です。「小さく産んで大きく育てる」ことが良いと、
今なお一部では根強く言われていると風聞します。これほど生活習慣病をつくる危険な考え方はありません。世界では新
しいDOHaD説が注目されており、これからの周産期医学の基本的な考え方を大きく変えていきつつあります。日本の低出
生体重児頻度は先進工業国中で異常に高い状況が続いており、生活習慣病が多発していく事が危惧されています。これは
何としても防がねばなりません。その基本と妊婦管理を新しい知見を含めて一緒に考えていきたいと思います。

※本研修は、「CLoCMiP（助産実践能力習熟段階）レベルⅢ」の認証申請に活用可能として承認された研修です。
　遅刻早退がなく受講後にアンケートに回答された助産師の方へ、申請に必要な研修修了証を発行します。

１）食生活の現状
・現代社会における食生活の現状　　・健康日本21、健やか親子21、エコチル等のデータ説明

２）妊娠前から、出産に向けた身体づくりの重要性
・妊娠期の身体的変化、分娩時に必要な心身の準備 ・妊娠期の体重増加について
・不足しがちな栄養について　  ・DOHaD説について ・低出生体重児との関連性

３）妊娠から授乳期に必要な栄養と食事
・日本人の食事摂取基準2020について ・エネルギーとバランス、微量元素について
・過剰摂取、栄養補助食品について ・食育について（望ましい食生活）

４）行動変容を促すために必要なケア評価～継続評価～
・行動変容を促すケア　　・ケアの継続評価　　　・事例紹介

■お申込方法など、詳細はこちら
下記ウェブサイト「ピジョン医療従事者向けサイト」の特設ページよりご確認ください。
https://ai.pigeon.co.jp/seminar/detail-25-fukuoka.html

■セミナーに関する問合せ先
ピジョンセミナー運営事務局（PBコンベンション）　TEL：090-8514-2556

特設ページは
こちら

主催： ピジョン株式会社　病産院・自治体グループ　〒103-8480  東京都中央区日本橋久松町4-4
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福岡先生

＜オンラインセミナー＞
医療従事者向け ピジョンセミナー2025

福岡　秀興 先生
日本DOHaD学会名誉理事長/千葉大学予防医学研究センター客員教授（産婦人科医）
講　師


